
（別紙３）

～ 令和7年　12月　31日

（対象者数） 21名 （回答者数） 11名

～ 令和7年　12月　31日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
活動や取り組みの事前準備をしておき、スムーズに取り掛か

かることができる環境をつくります。

2

保護者や子供たちにも、取り組みたいイベントなどのニーズ

を確認し、より楽しみあんがら成長に繋げることができるイ

ベントを企画していきます。

3

食事や寝具の準備等の自立に繋がるような活動を取り入れた

り、個人個人の目標を立てて達成できるように取り組んでい

きます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今まで通り日常生活動作やコミュニケーションの向上等の支

援を行いながら、療育センターや個別療育を行っている事業

と連携し、支援内容等を取り入れていきます

2

屋外の物置き収納を設置したり、活動空間の見直しを都度行

いながら、子供たちが安心して楽しく活動できるよう環境設

定を行います。

3

少人数を活かし、集団の活動に加えて個別の支援にも力を入れ

て行っています。

集団活動では、子供たちの興味のある活動を実施しています。

個別活動に関しては個別支援を職員間で共有し、課題に沿った

支援を行います。また、日々記録を残し定期的に振り返りを

行っています。

○事業所名 社会福祉法人　伍福会　びぃちゃむNika(放課後デイサービス)

○保護者評価実施期間
令和7年　11月　20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年　11月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

子ども達が楽しめる活動の提供や、イベントの企画実行を行っ

ています。

室内の活動だけでなく、外出イベントも定期的に行いながら、

お金の使い方や公共交通機関の乗り方の学習や社会経験が出来

る機会を作っています。

事前に短期入所の受給者証申請と契約が必要になりますが、法

人内の短期入所事業と連動して、お泊り体験ができます。

5年生の宿泊学習、6年生の就学旅行に備えたり、自立活動の

一環として、お泊りの経験ができるようにしています。放課後

等デイサービスを利用している時に、自分達でやりたいことや

スケジュールを考えてもらい、楽しくお泊りができるようにし

ています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

作業療法士や言語聴覚士など専門職職員がいないため、機能訓

練が提供できていないこと。
過去に募集等を行っていましたが、採用に繋がっていません。

活動スペースに限りがあること。 知育玩具や、机などがあることで活動場所が制限させます。

事業所における自己評価総括表公表


